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授業概要  

春期は博物館・美術館等で実施される実習に先立って，実践的な知識と技術の習得を目的とする。特に実際

の現場では，いかなる問題を抱えながら，どのような対応をしているのか，といった視点から実習に際して必

要な事柄に対して即効性の高い応用力を養えるような実技中心の内容とする。秋期は博物館で行われている

各種事業について実習での経験を踏まえ具体像を検討していく。また事業の実際を知るために全期を通じて

博物館への見学を２回程度実施する。最終的には実習終了をうけ，各館で体験してきたことを中心に，1人１

０分間程度の報告をしてもらう。その報告をテーマに受講生全員でのディスカッションを行う。 

授業計画  

 
第 1回 春期ガイダンス－実習館の確認と検討   第 16回 秋期ガイダンス－実習報告に向けての検討    
第 2回 博物館活動概要        第 17回 博物館の資料管理-保存と修復     
第 3回 展示と陳列 第 18回 博物館の広報活動                 
第 4回 特別展示・企画展示と資料借用の実際  第 19回 演習Ⅶ 博物館事業広報案の検討      

第 5回 演習Ⅰ 特別展示・企画展示案の検討         第 20回 博物館の出版活動                 
第 6回 資料取扱いの基礎概要  第 21回 演習Ⅷ 刊行物項目案の検討 
第 7回 演習Ⅱ 資料の取扱い（巻子装）  第 22回 博物館の渉外対応（警備・来館者対応） 
第 8回 演習Ⅲ 資料の取扱い（掛軸装）  第 23回 博物館のマネジメント 

第 9回 演習Ⅳ 資料点検調書の作成             第 24回 博物館の教育・普及、イベント事業      
第 10回 演習Ⅴ 資料梱包・移動  第 25回 演習Ⅸ 教育・普及事業、イベント案の検討 
第 11回 資料撮影基礎概要       第 26回 博物館見学Ⅲ（教育・普及事業／イベント）   
第 12回 演習Ⅵ 資料撮影         第 27回 博物館見学Ⅳ（特別展示・企画展示） 

第 13回 博物館見学Ⅰ 施設・設備、資料収蔵庫 第 28回 報告Ⅰ 博物館実習報告              
第 14回 博物館見学Ⅱ 常設展示・平常展示 第 29回 報告Ⅱ 博物館実習報告②、または演習Ⅹ 諸課題作成 

第 15回 実習予定館園概要報告・実習上の諸注意 第 30回 実習総括－ディスカッション－         
  第 3１回 博物館学芸員の未来・レポート諸課題提出 

 

到達目標  

・春期は学芸員実習に際して、学芸員として勤務するのに必要な最低限度の知識と技術を習得できる。 

・秋期は実習館における実習経験や得られた知識をもとに、各館で行われている諸事業等についての課題を

認識し、学芸員として採用された際の実践力を習得できる 

履修上の注意  

 履修前に、本年度での具体的な実習先について調整済（必ず自身の実習希望先を決めた上で、大学教務課に

対し、本年度中に実習希望の旨を伝えていること）の者を履修対象とする。また授業は演習などの内容上、原

則月曜日に大学で行うが、内容に応じて６・７限連続や、課外授業として土曜日に振り替えての博物館内での

実施も含む。詳しくは各学期最初の授業で予定の日時について連絡するので必ず確認すること。また、館園実

習の前に、実習に耐え得る技術・知識の習得や理解、ふさわしい態度が見られない場合には、担当教員が実習

館での実習参加を不可とする場合があるので留意すること。 

予習復習  

 本講座は可能な限り受講生各自の実習先を考慮し，博物館活動に即した実践的な内容とし，学芸員の主務

である展示計画，教育・普及事業，各事業企画案などの検討と作成を行う。学生には能動的姿勢を求めたい。 

評価方法  

学則に定める授業出席回数を前提として 

① 見学等での小課題           →10％（博物館見学２回で各 5％） 

② 実習日誌・実習レポート（大学所定）  →15％（日誌１0％，レポート 5％） 

③ 実習内容報告（本講座秋期に実施）   →30％ 

④ 期末での課題（授業課題レポート）   →45％（特別展示・企画展示案２0％、広報案 10％、刊行

物構成案 5％、教育・普及事業案 10％） 

これら４つを総合的に判断して評価する 

テキスト  

指定無し。授業各回でプリント資料を配布する予定。 

 


